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従来までのサブミクロンサイズ以上の粒子（粒子径 100 nm 以上の素材）とは異なり、妊
娠期のマウスの胎盤を介して仔の肝臓や脳へ移行するだけでなく、胎盤障害を誘発し、流
早産や胎仔の発育不全、情動認知異常を惹起し得ることを見出した。また、雄親を介した
次世代影響評価も進めており、非晶質ナノシリカが次世代の情動認知機能に影響をおよぼ
し得るなど、雌親のみならず雄親曝露に起因した NM の次世代影響評価の重要性も認めつ
つある。一方で、ハザードが認められた NM に関しては、適切な表面修飾を施すことで、
その安全性を担保し得ることを明らかとしつつあり（Nano-Safety Design：ナノ最適デザ
イン研究）、安全かつ有効に持続利用可能なナノテクノロジー研究（Sustainable 
Nanotechnology）への展開を目指している。今後、胎生期・乳仔期の NM 曝露が成体期の
慢性疾患発症リスクにおよぼす影響を追究するなど、DOHaD 仮説に基づいた、NM の安全
性評価研究を推進していく予定である。 
本発表では、以上の NM の生殖発生毒性・次世代影響に関する我々の研究成果について、
オムニバス形式で紹介させて頂き、忌憚のないご意見・ご叱責を頂戴したい。 
 
 
